




























1 ドム語には母音音素が五つ: /i, e, a, o, u/、子音音素が十三個: /p, mb, m, t, nd, n, k, Ng, s, l, r; w, j/あ
る。限られた環境で/a/と /a:/などの母音の長短の對立が見られる。閉鎖音は有聲前鼻音化子音と無
聲非前鼻音化子音の二系列が區別される。本稿では長母音 /a:/を aa、有聲前鼻音化子音 /mb, nd, Ng/



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(23)には a. から e. の五つの動詞からなる複合的な述語が含まれる。£Ătaは a.の前と e.の前の
兩方に現はれてゐる。なほ、a. と c. は連用形で、それぞれ次の動詞 b. と d. に連なつて固い動



















































(24)では、無標な語順 £ĎBil £Ďmemba £Ďwin £Ăs- (ビル議員勝ち取りする-)であれば、否定文では
述語性名詞の £Ďwinと輕動詞の £Ăs-との間に £Ătaが一度現はれるだけだつたと考へられる。ここ
での有標な語順 £Ďmemba £Ďwin £ĎBil £Ăs- (議員勝ち取りビルする-)では、述語性名詞の £Ďwinの後
ろと輕動詞の £Ăs-の直前の二つの位置に £Ătaが現はれてゐる。
4 個々別々・不定の「一つ」












(25) a. £Ĺkal「物」: [kalĚ£]∼ [kalĘ£]∼ [kalĞ£]
b. £Ĺkepa「薩摩芋」: [keĂ£paĂ£]∼ [keĂ£paĂ£]∼ [keĂ£paĂ£]
千田 俊太郎（2020）『言語記述論集』12: 175-203
183
















































































































































































































































































る主語人稱・數標識 (b., c.)が單數で對應してゐるが、次の d.の £Ătaは複數標識 (e.)が對應して
ゐる。これは、ドム語の動詞の主語人稱・數標識が形式間の一致の原理に從ふものではなく、獨
自の意味表現であることと關係するやうに思はれる (cf. Tida 2006: 125, 219)。たしかに表現に
首尾一貫してゐないところが認められるが、表現 £Ătaが單數だと分析することを完全に阻むも
のではない。





















































































































































































































































































































各項目に £Ăta が付いた列擧表現でも、§4.2.1 で見たやうに複數のものを對比的に示すのでは
なく、同樣のものを累加的に列擧する場合がある。この時、表現の含みは數へ上げに近くなる。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































少し似てゐるのが英語の a few / few、フランス語の un peu / peu、ドイツ語の ein wenig / wenig
の違ひ (Jespersen 1924: 324)だが、ドム語でこれほど綺麗に對應すると認められるか、といふ
點については今後さらなる檢討が必要である。ただ、この對立が少量・少數にのみ認められるこ












ドム語には數を表はすことを主たる任務とする語根は三つしかない (cf. Tida 2006: 58)。
£Ďtenan「同一、唯一」と £Ăta「一個」と £Ĺsu「二」である。そして、數を主として表はす語は、こ
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